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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】坑における坑の狭い余分な溝の流動化硬化土埋 
め戻し系統及び施工方法を提供する。
【解決手段】坑における坑掘削囲み系統と、余分な溝床 
スラブ予約後注入帯系統と、余分な溝地盤強化系統と、 
余分な溝配管変形防止支持系統と、地下室防水系統とを 
含み、余分な溝床スラブ予約後注入帯技術を採用し、後 
注入帯に一時支持鋼板を型枠支持系統の一時支持として 
設置することによって、基礎坑の異なる区画の同一階の 
構造板の同期施工を保証するとともに、流動化硬化土を 
採用して第二の余分な溝を埋め戻し、さらに第二の床ス 
ラブ防水系統の作業を行い、最後にシール後注入帯の作 
業を行い、地下室本体構造の施工効率と品質を向上させ 
、余分な溝地盤強化技術を採用し、余分な溝内で鋼管杭 
を打設し、流動化硬化土を埋め戻すことによって、基礎 
坑の余分な溝の埋め戻し緻密さを向上させ、狭い空間に 
おいて従来のコンクリートが打設しにくいという難題を 
解決した。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　10　　ＯＬ　（全15頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系 統 で あ っ て 、 坑 に お け る 坑 掘 削  
囲 み 系 統 と 、 余 分 な 溝 床 ス ラ ブ 予 約 後 注 入 帯 系 統 と 、 余 分 な 溝 地 盤 強 化 系 統 と 、 余 分 な 溝  
配 管 変 形 防 止 支 持 系 統 と 、 地 下 室 防 水 系 統 と を 含 み 、
　 前 記 坑 に お け る 坑 掘 削 囲 み 系 統 は 、 第 一 の 基 礎 坑 と 、 第 二 の 基 礎 坑 と 、 第 一 の 支 保 杭 と  
、 第 二 の 支 保 杭 と 、 噴 射 コ ン ク リ ー ト 層 と を 含 み 、 前 記 第 一 の 基 礎 坑 は 、 第 一 の 支 保 杭 を  
囲 み 構 造 と し て 採 用 し 、 坑 底 に ク ッ シ ョ ン 層 が 敷 設 さ れ 、 前 記 第 二 の 基 礎 坑 は 、 第 二 の 支  
保 杭 と ス ロ ー プ 掘 削 後 の 噴 射 コ ン ク リ ー ト 層 を 囲 み 構 造 と し て 採 用 し 、 坑 底 に ク ッ シ ョ ン  
層 が 敷 設 さ れ 、 第 二 の 基 礎 坑 の 坑 底 に 底 板 が 設 け ら れ 、
　 前 記 余 分 な 溝 床 ス ラ ブ 予 約 後 注 入 帯 系 統 は 、 第 一 の 余 分 な 溝 と 、 第 二 の 余 分 な 溝 と 、 第  
一 の 床 ス ラ ブ と 、 第 二 の 床 ス ラ ブ と 、 後 注 入 帯 と 、 一 時 支 持 鋼 板 と を 含 み 、 第 一 の 床 ス ラ  
ブ の 端 部 と 第 二 の 床 ス ラ ブ の 端 部 と の 間 に 第 一 の 外 壁 が 設 け ら れ 、 第 二 の 床 ス ラ ブ の 端 部  
と 底 板 の 端 部 と の 間 に 第 二 の 外 壁 が 設 け ら れ 、 前 記 第 一 の 余 分 な 溝 は 、 第 一 の 外 壁 と 第 一  
の 支 保 杭 と の 間 に 位 置 し 、 前 記 第 二 の 余 分 な 溝 は 、 第 二 の 外 壁 、 第 二 の 支 保 杭 と 噴 射 コ ン  
ク リ ー ト 層 と の 間 に 位 置 し 、 前 記 後 注 入 帯 は 、 第 二 の 余 分 な 溝 上 方 の 第 二 の 床 ス ラ ブ に 設  
置 さ れ 、 前 記 一 時 支 持 鋼 板 は 、 後 注 入 帯 の 両 端 に 敷 設 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 坑 に お け  
る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系 統 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 一 の 基 礎 坑 内 に 第 一 の 床 ス ラ ブ を 施 工 す る た め の 型 枠 支 持 系 統 が さ ら に 設 け ら れ  
、 前 記 型 枠 支 持 系 統 は 、 第 二 の 床 ス ラ ブ と 一 時 支 持 鋼 板 上 に 支 持 す る 、 こ と を 特 徴 と す る  
請 求 項 １ に 記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系 統 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 後 注 入 帯 の 両 端 に 第 一 の 予 約 鉄 筋 と 第 二 の 予 約 鉄 筋 が そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 下 方 に 第  
一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 と 第 二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 が そ れ ぞ れ 設 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す  
る 請 求 項 １ に 記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系 統 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 余 分 な 溝 地 盤 強 化 系 統 は 、 第 一 の 鋼 管 杭 と 、 第 二 の 鋼 管 杭 と 、 第 三 の 鋼 管 杭 と 、 流  
動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 と を 含 み 、 前 記 第 一 の 鋼 管 杭 は 、 第 一 の 余 分 な 溝 の 坑 底 内 に 埋 め ら れ  
、 頂 部 は 、 室 外 床 面 の 標 高 と 同 じ で あ り 、 前 記 第 二 の 鋼 管 杭 は 、 第 二 の 余 分 な 溝 の 坑 底 内  
に 埋 め ら れ 、 頂 部 に 一 時 支 持 鋼 板 下 方 に 支 持 さ れ る コ ー ベ ル が 設 け ら れ 、 前 記 第 三 の 鋼 管  
杭 の 下 端 は 、 予 約 カ ッ プ 口 に よ っ て 第 二 の 支 保 杭 に 挿 入 さ れ 、 頂 部 に 一 時 支 持 鋼 板 下 方 に  
支 持 さ れ る コ ー ベ ル が 設 け ら れ 、 前 記 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 は 、 第 一 の 余 分 な 溝 と 第 二 の  
余 分 な 溝 内 に 注 入 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な  
溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系 統 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 余 分 な 溝 配 管 変 形 防 止 支 持 系 統 は 、 管 路 と 、 フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 と 、 支 持 フ レ ー ム  
と 、 フ ラ ン ジ バ ン ド と を 含 み 、 前 記 管 路 は 、 第 二 の 支 保 杭 、 第 二 の 余 分 な 溝 と 第 二 の 外 壁  
を 順 に 通 過 し 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 は 、 管 路 下 方 に 設 置 さ れ 、 支 持 フ レ ー ム と フ ラ ン  
ジ バ ン ド に よ っ て 第 二 の 鋼 管 杭 杭 体 に 固 定 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 坑  
に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系 統 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 地 下 室 防 水 系 統 は 、 保 護 層 と 、 防 水 コ イ ル 材 と 、 レ ベ リ ン グ 層 と 、 第 一 の 遮 水 層 と  
、 第 二 の 遮 水 層 と を 含 み 、 底 板 下 方 に 保 護 層 、 防 水 コ イ ル 材 と レ ベ リ ン グ 層 が 順 に 設 け ら  
れ 、 レ ベ リ ン グ 層 は 、 ク ッ シ ョ ン 層 と 貼 り 合 わ せ ら れ 、 前 記 第 一 の 遮 水 層 は 、 第 一 の 余 分  
な 溝 の ク ッ シ ョ ン 層 上 方 に 位 置 し 、 第 一 の 植 筋 に よ っ て 第 一 の 支 保 杭 と 固 定 さ れ 、 前 記 第  
二 の 遮 水 層 は 、 第 二 の 余 分 な 溝 の ク ッ シ ョ ン 層 上 方 に 位 置 し 、 第 二 の 植 筋 に よ っ て 第 二 の  
支 保 杭 と 固 定 さ れ 、 前 記 地 下 室 防 水 系 統 に お け る 保 護 層 、 防 水 コ イ ル 材 と レ ベ リ ン グ 層 は  
、 底 板 下 方 か ら 、 第 二 の 外 壁 、 第 二 の 床 ス ラ ブ と 第 一 の 外 壁 の 外 側 に 順 に 延 伸 す る 、 こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系 統  
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。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋  
め 戻 し 系 統 の 施 工 方 法 で あ っ て 、
　 第 一 の 支 保 杭 の 施 工 、 第 一 の 基 礎 坑 の 掘 削 、 第 二 の 支 保 杭 の 施 工 、 噴 射 コ ン ク リ ー ト 層  
の ス ロ ー プ か け と 第 二 の 基 礎 坑 の 掘 削 、 底 板 と 第 二 の 外 壁 の 施 工 、 第 二 の 床 ス ラ ブ 、 予 約  
後 注 入 帯 と 第 一 の 外 壁 の 施 工 を 順 に 行 う ス テ ッ プ １ と 、
　 第 二 の 余 分 な 溝 内 で 第 二 の 鋼 管 杭 を 打 設 し 、 そ れ に フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 を 貫 通 さ せ 、 フ  
レ キ シ ブ ル 支 持 板 下 方 に 支 持 フ レ ー ム と フ ラ ン ジ バ ン ド を 取 り 付 け 且 つ 第 二 の 鋼 管 杭 杭 体  
に 固 定 し 、 第 三 の 鋼 管 杭 を 打 設 し 、 そ れ を 第 二 の 支 保 杭 の 予 約 カ ッ プ 口 内 に 挿 入 す る ス テ  
ッ プ ２ と 、
　 一 時 支 持 鋼 板 を 取 り 付 け 、 型 枠 支 持 系 統 を か け 、 第 一 の 床 ス ラ ブ を 施 工 す る ス テ ッ プ ３  
と 、
　 型 枠 支 持 系 統 、 一 時 支 持 鋼 板 、 第 二 の 鋼 管 杭 と 第 三 の 鋼 管 杭 の コ ー ベ ル を 順 に 取 り 外 し  
、 そ の 後 、 第 二 の 余 分 な 溝 の 底 部 に 抗 浸 透 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 第 二 の 遮 水 層 を 形 成 し  
、 内 部 に 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 を 充 填 し て 注 入 し 、 地 下 室 防 水 系 統 を 施 工 す る ス テ ッ プ ４  
と 、
　 第 一 の 余 分 な 溝 内 で 第 一 の 鋼 管 杭 を 打 設 し 、 底 部 に 抗 浸 透 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 第 一  
の 遮 水 層 を 形 成 し 、 内 部 に 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 を 充 填 し て 注 入 し 、 平 ら に し た 後 に 室 外  
床 面 の 標 高 に 一 致 さ せ る ス テ ッ プ ５ と 、 を 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余  
分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系 統 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ス テ ッ プ ３ に お い て 、 一 時 支 持 鋼 板 両 側 に ス ト ッ パ ー ボ ル ト を 取 り 付 け る こ と を さ ら に  
含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋  
め 戻 し 系 統 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ス テ ッ プ ４ と ス テ ッ プ ５ に お い て 、 第 一 の 鋼 管 杭 、 第 二 の 鋼 管 杭 と 第 三 の 鋼 管 杭 内 に 流  
動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 を 充 填 し て 注 入 す る こ と を さ ら に 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に  
記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系 統 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ス テ ッ プ １ に お い て 、 第 二 の 支 保 杭 の 坑 底 杭 体 に 第 二 の 植 筋 を 取 り 付 け 、 管 路 下 方 に フ  
レ キ シ ブ ル 支 持 板 を 設 置 し 、 レ ベ リ ン グ 層 、 防 水 コ イ ル 材 と 保 護 層 を 防 水 系 統 と し て 施 工  
し 且 つ 第 一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 を 設 置 し 、 第 一 の 支 保 杭 の 坑 底 杭 体 に 第 一 の 植 筋 を 取 り 付  
け 、 レ ベ リ ン グ 層 、 防 水 コ イ ル 材 と 保 護 層 を 防 水 系 統 と し て 施 工 し 且 つ 第 二 の 予 約 防 水 コ  
イ ル 材 を 設 置 し 、 後 注 入 帯 の 両 端 に 第 一 の 予 約 鉄 筋 と 第 二 の 予 約 鉄 筋 を 設 置 し 、 ス テ ッ プ  
４ に お い て 、 地 下 室 防 水 系 統 を 施 工 す る 具 体 的 な 方 法 は 、 第 二 の 余 分 な 溝 内 の 流 動 化 硬 化  
埋 め 戻 し 土 が 硬 化 し た 後 に 、 順 に 後 注 入 帯 位 置 に レ ベ リ ン グ 層 を 施 工 し 、 第 一 の 予 約 防 水  
コ イ ル 材 と 第 二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 を 溶 接 し 、 保 護 層 を 施 工 し 、 後 注 入 帯 コ ン ク リ ー ト を  
打 設 し 、 完 全 な 第 二 の 床 ス ラ ブ 及 び そ の 防 水 系 統 を 形 成 し 、 第 一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 と 第  
二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 を 溶 接 す る 時 に 、 両 者 の ラ ッ プ 領 域 に 赤 外 線 レ ー ザ ー 位 置 決 め 装 置  
に よ っ て 複 数 の ホ ッ ト メ ル ト ガ ス ケ ッ ト を 均 一 に 配 置 し 、 超 音 波 溶 接 機 に よ っ て ホ ッ ト メ  
ル ト ガ ス ケ ッ ト を 加 熱 し て 第 一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 と 第 二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 を 溶 接 し て  
固 定 し 、 両 者 の 境 界 の 隙 間 で 走 間 溶 接 機 を 採 用 し て 二 重 ス リ ッ ト 溶 接 し て シ ー ル す る こ と  
で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土  
埋 め 戻 し 系 統 の 施 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 基 礎 坑 （ Ｆ ｏ ｕ ｎ ｄ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ   ｐ ｉ ｔ ） の 余 分 な 溝 （ Ｔ ｒ ｅ ｎ ｃ ｈ ） の 埋  
め 戻 し 施 工 分 野 に 属 し 、 特 に 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系 統 及  
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び 施 工 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 余 分 な 溝 は 、 基 礎 、 地 下 室 外 壁 と 基 礎 坑 支 保 構 造 内 壁 と の 間 の 空 間 を 指 し 、 建 築 施 工 の  
た め に 作 業 面 を 提 供 し て い る 。 工 事 建 設 に お い て 、 基 礎 坑 掘 削 範 囲 は 、 用 地 制 限 線 、 地 下  
配 管 網 、 地 質 条 件 な ど に よ り 拘 束 さ れ 、 使 用 機 能 か ら 言 っ て 建 築 物 は 、 し ば し ば よ り 大 き  
な 使 用 面 積 を 必 要 と し 、 地 下 空 間 を 十 分 に 利 用 す る た め に 、 基 礎 坑 の 余 分 な 溝 の 幅 は 、 さ  
ら に 小 さ く な り 、 基 礎 坑 は 、 ま す ま す 深 く な り 、 一 部 の 工 事 余 分 な 溝 の 最 も 狭 い と こ ろ は  
、 す で に ５ ０ ｃ ｍ に 足 り ず 、 基 礎 坑 の 余 分 な 溝 の 埋 め 戻 し 難 度 を 大 幅 に 増 加 さ せ る 。 施 工  
機 関 は 、 し ば し ば 本 体 構 造 施 工 品 質 を 重 点 と し て 着 目 し 、 余 分 な 溝 の 埋 め 戻 し 土 制 御 を 無  
視 し 、 余 分 な 溝 内 に 敷 設 さ れ た 様 々 な 配 管 が 常 に 不 均 一 な 沈 降 に よ っ て ク ラ ッ ク な ど の 破  
壊 を 形 成 す る こ と を も た ら し 、 必 要 の な い 経 済 損 失 を 引 き 起 こ す 。 余 分 な 溝 の 埋 め 戻 し 材  
料 の 選 択 と 施 工 品 質 は 、 基 礎 安 全 、 配 管 の 正 常 な 使 用 、 建 築 物 全 体 の 安 定 性 に と っ て 非 常  
に 重 要 で あ る 。 狭 い 余 分 な 溝 の 発 生 に 伴 い 、 通 常 の 土 ぼ こ り 類 固 体 埋 め 戻 し 材 料 は 、 突 き  
固 め 作 業 空 間 が な い の で 使 用 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 基 礎 坑 の 土 方 埋 め 戻 し 施 工 が 複 雑 な 一 部 の 原 因 は 、 現 在 、 地 上 構 造 が カ ン チ レ バ ー 構 造  
を 採 用 す る こ と が 多 く 、 そ の 型 枠 支 持 フ レ ー ム が 埋 め 戻 し 土 上 に か け ら れ る 場 合 が 比 較 的  
多 く 、 合 理 的 な 制 御 措 置 を 取 ら な い と 型 枠 支 持 フ レ ー ム 基 礎 沈 下 な ど の 潜 在 的 な 危 険 が 存  
在 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 、 近 年 、 余 分 な 溝 埋 め 戻 し 品 質 に よ る 工 事 事 故 は 、 水 が 関 与 し て い る こ と が 多 く 、  
特 に 山 間 地 帯 建 築 で あ り 、 豪 雨 に 遭 い 又 は 地 面 に お い て 水 が 順 調 に 排 出 で き な く て 余 分 な  
溝 に し み こ む 場 合 に 、 埋 め 戻 し 土 杭 体 沈 降 を も た ら す ほ か に 、 地 下 構 造 の 浮 か び 事 故 も 現  
れ や す い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の た め 、 基 礎 坑 狭 い 余 分 な 溝 施 工 の 時 に 土 体 が 不 均 一 に 沈 降 す る 問 題 の 発 生 に よ る 土  
体 沈 下 、 配 管 破 裂 、 地 下 構 造 浮 か び な ど の 安 全 問 題 を 回 避 し 、 且 つ 上 部 全 体 構 造 に 正 常 に  
施 工 さ せ 、 余 分 な 溝 の 埋 め 戻 し 施 工 が 重 要 な ル ー ト を 占 有 す る こ と を 回 避 し 及 び 地 下 室 構  
造 の 貫 通 後 注 入 帯 の 予 約 が 構 造 全 体 性 に 与 え る 影 響 を 回 避 す る た め に 、 狭 い 余 分 な 溝 の 流  
動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系 統 及 び 施 工 方 法 を 研 究 開 発 す る 必 要 が あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 従 来 の 技 術 に お け る 欠 点 を 克 服 す る た め に 、 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分  
な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系 統 及 び 施 工 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系 統 は 、 坑 に お け る 坑  
掘 削 囲 み 系 統 と 、 余 分 な 溝 床 ス ラ ブ 予 約 後 注 入 帯 系 統 と 、 余 分 な 溝 地 盤 強 化 系 統 と 、 余 分  
な 溝 配 管 変 形 防 止 支 持 系 統 と 、 地 下 室 防 水 系 統 と を 含 み 、
　 前 記 坑 に お け る 坑 掘 削 囲 み 系 統 は 、 第 一 の 基 礎 坑 と 、 第 二 の 基 礎 坑 と 、 第 一 の 支 保 杭 と  
、 第 二 の 支 保 杭 と 、 噴 射 コ ン ク リ ー ト 層 と を 含 み 、 前 記 第 一 の 基 礎 坑 は 、 第 一 の 支 保 杭 を  
囲 み 構 造 と し て 採 用 し 、 坑 底 に ク ッ シ ョ ン 層 が 敷 設 さ れ 、 前 記 第 二 の 基 礎 坑 は 、 第 二 の 支  
保 杭 と ス ロ ー プ 掘 削 後 の 噴 射 コ ン ク リ ー ト 層 を 囲 み 構 造 と し て 採 用 し 、 坑 底 に ク ッ シ ョ ン  
層 が 敷 設 さ れ 、 第 二 の 基 礎 坑 の 坑 底 に 底 板 が 設 け ら れ 、
　 前 記 余 分 な 溝 床 ス ラ ブ 予 約 後 注 入 帯 系 統 は 、 第 一 の 余 分 な 溝 と 、 第 二 の 余 分 な 溝 と 、 第  
一 の 床 ス ラ ブ と 、 第 二 の 床 ス ラ ブ と 、 後 注 入 帯 と 、 一 時 支 持 鋼 板 と を 含 み 、 第 一 の 床 ス ラ  
ブ の 端 部 と 第 二 の 床 ス ラ ブ の 端 部 と の 間 に 第 一 の 外 壁 が 設 け ら れ 、 第 二 の 床 ス ラ ブ の 端 部  
と 底 板 の 端 部 と の 間 に 第 二 の 外 壁 が 設 け ら れ 、 前 記 第 一 の 余 分 な 溝 は 、 第 一 の 外 壁 と 第 一  
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の 支 保 杭 と の 間 に 位 置 し 、 前 記 第 二 の 余 分 な 溝 は 、 第 二 の 外 壁 、 第 二 の 支 保 杭 と 噴 射 コ ン  
ク リ ー ト 層 と の 間 に 位 置 し 、 前 記 後 注 入 帯 は 、 第 二 の 余 分 な 溝 上 方 の 第 二 の 床 ス ラ ブ に 設  
置 さ れ 、 前 記 一 時 支 持 鋼 板 は 、 後 注 入 帯 の 両 端 に 敷 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 第 一 の 基 礎 坑 内 に 第 一 の 床 ス ラ ブ を 施 工 す る た め の 型 枠 支 持 系 統 が さ  
ら に 設 け ら れ 、 前 記 型 枠 支 持 系 統 は 、 第 二 の 床 ス ラ ブ と 一 時 支 持 鋼 板 上 に 支 持 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 後 注 入 帯 の 両 端 に 第 一 の 予 約 鉄 筋 と 第 二 の 予 約 鉄 筋 が そ れ ぞ れ 設 け ら  
れ 、 下 方 に 第 一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 と 第 二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 が そ れ ぞ れ 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 余 分 な 溝 地 盤 強 化 系 統 は 、 第 一 の 鋼 管 杭 と 、 第 二 の 鋼 管 杭 と 、 第 三 の  
鋼 管 杭 と 、 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 と を 含 み 、 前 記 第 一 の 鋼 管 杭 は 、 第 一 の 余 分 な 溝 の 坑 底  
内 に 埋 め ら れ 、 頂 部 は 、 室 外 床 面 の 標 高 と 同 じ で あ り 、 前 記 第 二 の 鋼 管 杭 は 、 第 二 の 余 分  
な 溝 の 坑 底 内 に 埋 め ら れ 、 頂 部 に 一 時 支 持 鋼 板 下 方 に 支 持 さ れ る コ ー ベ ル が 設 け ら れ 、 前  
記 第 三 の 鋼 管 杭 の 下 端 は 、 予 約 カ ッ プ 口 に よ っ て 第 二 の 支 保 杭 に 挿 入 さ れ 、 頂 部 に 一 時 支  
持 鋼 板 下 方 に 支 持 さ れ る コ ー ベ ル が 設 け ら れ 、 前 記 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 は 、 第 一 の 余 分  
な 溝 と 第 二 の 余 分 な 溝 内 に 注 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 余 分 な 溝 配 管 変 形 防 止 支 持 系 統 は 、 管 路 と 、 フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 と 、  
支 持 フ レ ー ム と 、 フ ラ ン ジ バ ン ド と を 含 み 、 前 記 管 路 は 、 第 二 の 支 保 杭 、 第 二 の 余 分 な 溝  
と 第 二 の 外 壁 を 順 に 通 過 し 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 は 、 管 路 下 方 に 設 置 さ れ 、 支 持 フ レ  
ー ム と フ ラ ン ジ バ ン ド に よ っ て 第 二 の 鋼 管 杭 杭 体 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 地 下 室 防 水 系 統 は 、 保 護 層 と 、 防 水 コ イ ル 材 と 、 レ ベ リ ン グ 層 と 、 第  
一 の 遮 水 層 と 、 第 二 の 遮 水 層 と を 含 み 、 底 板 下 方 に 保 護 層 、 防 水 コ イ ル 材 と レ ベ リ ン グ 層  
が 順 に 設 け ら れ 、 レ ベ リ ン グ 層 は 、 ク ッ シ ョ ン 層 と 貼 り 合 わ せ ら れ 、 前 記 第 一 の 遮 水 層 は  
、 第 一 の 余 分 な 溝 の ク ッ シ ョ ン 層 上 方 に 位 置 し 、 第 一 の 植 筋 に よ っ て 第 一 の 支 保 杭 と 固 定  
さ れ 、 前 記 第 二 の 遮 水 層 は 、 第 二 の 余 分 な 溝 の ク ッ シ ョ ン 層 上 方 に 位 置 し 、 第 二 の 植 筋 に  
よ っ て 第 二 の 支 保 杭 と 固 定 さ れ 、 前 記 地 下 室 防 水 系 統 に お け る 保 護 層 、 防 水 コ イ ル 材 と レ  
ベ リ ン グ 層 は 、 底 板 下 方 か ら 、 第 二 の 外 壁 、 第 二 の 床 ス ラ ブ と 第 一 の 外 壁 の 外 側 に 順 に 延  
伸 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系 統 の 施 工 方 法 は 、
　 第 一 の 支 保 杭 の 施 工 、 第 一 の 基 礎 坑 の 掘 削 、 第 二 の 支 保 杭 の 施 工 、 噴 射 コ ン ク リ ー ト 層  
の ス ロ ー プ か け と 第 二 の 基 礎 坑 の 掘 削 、 底 板 と 第 二 の 外 壁 の 施 工 、 第 二 の 床 ス ラ ブ 、 予 約  
後 注 入 帯 と 第 一 の 外 壁 の 施 工 を 順 に 行 う ス テ ッ プ １ と 、
　 第 二 の 余 分 な 溝 内 で 第 二 の 鋼 管 杭 を 打 設 し 、 そ れ に フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 を 貫 通 さ せ 、 フ  
レ キ シ ブ ル 支 持 板 下 方 に 支 持 フ レ ー ム と フ ラ ン ジ バ ン ド を 取 り 付 け 且 つ 第 二 の 鋼 管 杭 杭 体  
に 固 定 し 、 第 三 の 鋼 管 杭 を 打 設 し 、 そ れ を 第 二 の 支 保 杭 の 予 約 カ ッ プ 口 内 に 挿 入 す る ス テ  
ッ プ ２ と 、
　 一 時 支 持 鋼 板 を 取 り 付 け 、 型 枠 支 持 系 統 を か け 、 第 一 の 床 ス ラ ブ を 施 工 す る ス テ ッ プ ３  
と 、
　 型 枠 支 持 系 統 、 一 時 支 持 鋼 板 、 第 二 の 鋼 管 杭 と 第 三 の 鋼 管 杭 の コ ー ベ ル を 順 に 取 り 外 し  
、 そ の 後 、 第 二 の 余 分 な 溝 の 底 部 に 抗 浸 透 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 第 二 の 遮 水 層 を 形 成 し  
、 内 部 に 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 を 充 填 し て 注 入 し 、 地 下 室 防 水 系 統 を 施 工 す る ス テ ッ プ ４  
と 、
　 第 一 の 余 分 な 溝 内 で 第 一 の 鋼 管 杭 を 打 設 し 、 底 部 に 抗 浸 透 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 第 一  
の 遮 水 層 を 形 成 し 、 内 部 に 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 を 充 填 し て 注 入 し 、 平 ら に し た 後 に 室 外  
床 面 の 標 高 に 一 致 さ せ る ス テ ッ プ ５ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 好 ま し く は 、 ス テ ッ プ ３ に お い て 、 一 時 支 持 鋼 板 両 側 に ス ト ッ パ ー ボ ル ト を 取 り 付 け る  
こ と を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 ス テ ッ プ ４ と ス テ ッ プ ５ に お い て 、 第 一 の 鋼 管 杭 、 第 二 の 鋼 管 杭 と 第 三 の  
鋼 管 杭 内 に 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 を 充 填 し て 注 入 す る こ と を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し く は 、 ス テ ッ プ １ に お い て 、 第 二 の 支 保 杭 の 坑 底 杭 体 に 第 二 の 植 筋 を 取 り 付 け 、  
管 路 下 方 に フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 を 設 置 し 、 レ ベ リ ン グ 層 、 防 水 コ イ ル 材 と 保 護 層 を 防 水 系  
統 と し て 施 工 し 且 つ 第 一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 を 設 置 し 、 第 一 の 支 保 杭 の 坑 底 杭 体 に 第 一 の  
植 筋 を 取 り 付 け 、 レ ベ リ ン グ 層 、 防 水 コ イ ル 材 と 保 護 層 を 防 水 系 統 と し て 施 工 し 且 つ 第 二  
の 予 約 防 水 コ イ ル 材 を 設 置 し 、 後 注 入 帯 の 両 端 に 第 一 の 予 約 鉄 筋 と 第 二 の 予 約 鉄 筋 を 設 置  
し 、 ス テ ッ プ ４ に お い て 、 地 下 室 防 水 系 統 を 施 工 す る 具 体 的 な 方 法 は 、 第 二 の 余 分 な 溝 内  
の 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 が 硬 化 し た 後 に 、 順 に 後 注 入 帯 位 置 に レ ベ リ ン グ 層 を 施 工 し 、 第  
一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 と 第 二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 を 溶 接 し 、 保 護 層 を 施 工 し 、 後 注 入 帯 コ  
ン ク リ ー ト を 打 設 し 、 完 全 な 第 二 の 床 ス ラ ブ 及 び そ の 防 水 系 統 を 形 成 し 、 第 一 の 予 約 防 水  
コ イ ル 材 と 第 二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 を 溶 接 す る 時 に 、 両 者 の ラ ッ プ 領 域 に 赤 外 線 レ ー ザ ー  
位 置 決 め 装 置 に よ っ て 複 数 の ホ ッ ト メ ル ト ガ ス ケ ッ ト を 均 一 に 配 置 し 、 超 音 波 溶 接 機 に よ  
っ て ホ ッ ト メ ル ト ガ ス ケ ッ ト を 加 熱 し て 第 一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 と 第 二 の 予 約 防 水 コ イ ル  
材 を 溶 接 し て 固 定 し 、 両 者 の 境 界 の 隙 間 で 走 間 溶 接 機 を 採 用 し て 二 重 ス リ ッ ト 溶 接 し て シ  
ー ル す る こ と で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 有 益 な 効 果 は 、 以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ ） 本 発 明 は 、 余 分 な 溝 床 ス ラ ブ 予 約 後 注 入 帯 技 術 を 採 用 し 、 後 注 入 帯 に 一 時 支 持 鋼 板  
を 型 枠 支 持 系 統 の 一 時 支 持 と し て 設 置 す る こ と に よ っ て 、 基 礎 坑 の 異 な る 区 画 の 同 一 階 の  
構 造 板 の 同 期 施 工 を 保 証 す る と と も に 、 流 動 化 硬 化 土 を 採 用 し て 第 二 の 余 分 な 溝 を 埋 め 戻  
し 、 さ ら に 第 二 の 床 ス ラ ブ 防 水 系 統 の 作 業 を 行 い 、 最 後 に シ ー ル 後 注 入 帯 の 作 業 を 行 い 、  
地 下 室 本 体 構 造 の 施 工 効 率 と 品 質 を 向 上 さ せ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ２ ） 本 発 明 は 、 余 分 な 溝 地 盤 強 化 技 術 を 採 用 し 、 余 分 な 溝 内 で 鋼 管 杭 を 打 設 し 、 流 動 化  
硬 化 土 を 埋 め 戻 す こ と に よ っ て 、 基 礎 坑 の 余 分 な 溝 の 埋 め 戻 し 緻 密 さ を 向 上 さ せ 、 狭 い 空  
間 に お い て 従 来 の コ ン ク リ ー ト が 打 設 し に く い と い う 難 題 を 解 決 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ３ ） 本 発 明 は 、 余 分 な 溝 配 管 変 形 防 止 支 持 技 術 を 採 用 し 、 管 路 下 方 に フ レ キ シ ブ ル 支 持  
板 、 支 持 フ レ ー ム と フ ラ ン ジ バ ン ド を 設 置 す る と と も に 、 鋼 管 杭 強 化 、 流 動 化 硬 化 土 埋 め  
戻 し な ど の 措 置 を 結 び 付 け る こ と に よ っ て 三 重 強 化 変 形 防 止 作 用 を 果 た し 、 余 分 な 溝 地 盤  
土 の 不 均 一 な 沈 降 に よ る 配 管 変 形 を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ４ ） 本 発 明 は 、 地 下 室 外 壁 防 水 技 術 を 採 用 し 、 構 造 外 側 に 保 護 層 、 防 水 コ イ ル 材 と レ ベ  
リ ン グ 層 を 設 置 し 、 床 ス ラ ブ 後 注 入 帯 予 約 防 水 コ イ ル 材 を 溶 接 し て 強 化 し 、 及 び 異 な る 区  
画 余 分 な 溝 底 部 の 支 保 構 造 に 筋 を 植 え 且 つ 遮 水 層 を 設 置 す る こ と に よ っ て 、 地 下 室 構 造 全  
体 の 滲 み 防 止 特 性 を 向 上 さ せ る と 同 時 に 、 地 下 水 位 が 余 分 な 溝 領 域 に 与 え る 影 響 を 回 避 す  
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 埋 め 戻 す 前 の 施 工 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 埋 め 戻 し た 後 の 施 工 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 坑 に お け る 坑 余 分 な 溝 配 管 変 形 防 止 支 持 系 統 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 埋 め 戻 す 前 の 余 分 な 溝 床 ス ラ ブ 予 約 後 注 入 帯 系 統 概 略 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 埋 め 戻 し た 後 の 余 分 な 溝 床 ス ラ ブ 予 約 後 注 入 帯 系 統 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 地 下 室 防 水 系 統 に お け る 第 二 の 余 分 な 溝 処 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 地 下 室 防 水 系 統 に お け る 第 一 の 余 分 な 溝 処 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 例 １
　 一 つ の 実 施 例 と し 、 こ の よ う な 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系  
統 は 、 坑 に お け る 坑 掘 削 囲 み 系 統 と 、 余 分 な 溝 床 ス ラ ブ 予 約 後 注 入 帯 系 統 と 、 余 分 な 溝 地  
盤 強 化 系 統 と 、 余 分 な 溝 配 管 変 形 防 止 支 持 系 統 と 、 地 下 室 防 水 系 統 と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 坑 に お け る 坑 掘 削 囲 み 系 統 は 、 第 一 の 基 礎 坑 １ と 、 第 二 の 基 礎 坑 ２ と 、 第 一 の 支 保  
杭 ３ と 、 第 二 の 支 保 杭 ４ と 、 噴 射 コ ン ク リ ー ト 層 ５ と を 含 む 。 前 記 第 一 の 基 礎 坑 １ は 、 第  
一 の 支 保 杭 ３ を 囲 み 構 造 と し て 採 用 し 、 坑 底 に ク ッ シ ョ ン 層 ６ が 敷 設 さ れ 、 前 記 第 二 の 基  
礎 坑 ２ は 、 第 二 の 支 保 杭 ４ と ス ロ ー プ 掘 削 後 の 噴 射 コ ン ク リ ー ト 層 ５ を 囲 み 構 造 と し て 採  
用 し 、 坑 底 に ク ッ シ ョ ン 層 ６ が 敷 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 第 一 の 基 礎 坑 １ 内 に 第 一 の 床 ス ラ ブ ９ を 施 工 す る た め の 型 枠 支 持 系 統 ３ ４ が さ ら に  
設 け ら れ 、 前 記 型 枠 支 持 系 統 ３ ４ は 、 す で に 打 設 さ れ た 第 二 の 床 ス ラ ブ １ ０ と 一 時 支 持 鋼  
板 １ ２ 上 に 支 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 余 分 な 溝 床 ス ラ ブ 予 約 後 注 入 帯 系 統 は 、 第 一 の 余 分 な 溝 ７ と 、 第 二 の 余 分 な 溝 ８ と  
、 第 一 の 床 ス ラ ブ ９ と 、 第 二 の 床 ス ラ ブ １ ０ と 、 後 注 入 帯 １ １ と 、 一 時 支 持 鋼 板 １ ２ と を  
含 む 。 前 記 第 一 の 余 分 な 溝 ７ は 、 第 一 の 外 壁 １ ３ と 第 一 の 支 保 杭 ３ と の 間 に 位 置 し 、 前 記  
第 二 の 余 分 な 溝 ８ は 、 第 二 の 外 壁 １ ４ 、 第 二 の 支 保 杭 ４ と 噴 射 コ ン ク リ ー ト 層 ５ と の 間 に  
位 置 し 、 前 記 後 注 入 帯 １ １ は 、 第 二 の 余 分 な 溝 ８ 上 方 の 第 二 の 床 ス ラ ブ １ ０ に 設 置 さ れ 、  
前 記 一 時 支 持 鋼 板 １ ２ は 、 後 注 入 帯 １ １ 両 端 に 敷 設 さ れ る 。 前 記 後 注 入 帯 １ １ の 両 端 に 第  
一 の 予 約 鉄 筋 ３ ５ と 第 二 の 予 約 鉄 筋 ３ ６ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 下 方 に 第 一 の 予 約 防 水 コ イ  
ル 材 ３ ７ と 第 二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 ３ ８ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 余 分 な 溝 地 盤 強 化 系 統 は 、 第 一 の 鋼 管 杭 １ ５ と 、 第 二 の 鋼 管 杭 １ ６ と 、 第 三 の 鋼 管  
杭 １ ７ と 、 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 １ ８ と を 含 む 。 前 記 第 一 の 鋼 管 杭 １ ５ は 、 第 一 の 余 分 な  
溝 ７ の 坑 底 内 に 埋 め ら れ 、 頂 部 は 、 室 外 床 面 １ ９ の 標 高 と 同 じ で あ り 、 前 記 第 二 の 鋼 管 杭  
１ ６ は 、 第 二 の 余 分 な 溝 ８ の 坑 底 内 に 埋 め ら れ 、 頂 部 に 一 時 支 持 鋼 板 １ ２ 下 方 に 支 持 さ れ  
る コ ー ベ ル ２ ０ が 設 け ら れ 、 前 記 第 三 の 鋼 管 杭 １ ７ の 下 端 は 、 予 約 カ ッ プ 口 ２ １ に よ っ て  
第 二 の 支 保 杭 ４ に 挿 入 さ れ 、 頂 部 に 一 時 支 持 鋼 板 １ ２ 下 方 に 支 持 さ れ る コ ー ベ ル ２ ０ が 設  
け ら れ 、 前 記 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 １ ８ は 、 第 一 の 余 分 な 溝 ７ と 第 二 の 余 分 な 溝 ８ 内 に 注  
入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 余 分 な 溝 配 管 変 形 防 止 支 持 系 統 は 、 管 路 ２ ２ と 、 フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 ２ ３ と 、 支 持  
フ レ ー ム ２ ４ と 、 フ ラ ン ジ バ ン ド ２ ５ と を 含 む 。 前 記 管 路 ２ ２ は 、 第 二 の 支 保 杭 ４ 、 第 二  
の 余 分 な 溝 ８ と 第 二 の 外 壁 １ ４ を 順 に 通 過 し 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 ２ ３ は 、 管 路 ２ ２  
下 方 に 設 置 さ れ 、 支 持 フ レ ー ム ２ ４ と フ ラ ン ジ バ ン ド ２ ５ に よ っ て 第 二 の 鋼 管 杭 １ ６ 杭 体  
に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 地 下 室 防 水 系 統 は 、 底 板 ２ ６ と 、 第 一 の 外 壁 １ ３ と 、 第 二 の 外 壁 １ ４ と 、 保 護 層 ２  
７ と 、 防 水 コ イ ル 材 ２ ８ と 、 レ ベ リ ン グ 層 ２ ９ と 、 第 一 の 遮 水 層 ３ ０ と 、 第 二 の 遮 水 層 ３  
１ と を 含 む 。 前 記 底 板 ２ ６ は 、 第 二 の 基 礎 坑 ２ 坑 底 に 設 け ら れ 、 前 記 保 護 層 ２ ７ 、 防 水 コ  
イ ル 材 ２ ８ と レ ベ リ ン グ 層 ２ ９ は 、 底 板 ２ ６ 下 方 に 順 に 設 置 さ れ 、 レ ベ リ ン グ 層 ２ ９ は 、  
ク ッ シ ョ ン 層 ６ と 貼 り 合 わ せ ら れ 、 前 記 第 一 の 遮 水 層 ３ ０ は 、 第 一 の 余 分 な 溝 ７ の ク ッ シ  
ョ ン 層 ６ 上 方 に 位 置 し 、 第 一 の 植 筋 ３ ２ に よ っ て 第 一 の 支 保 杭 ３ と 固 定 さ れ 、 前 記 第 二 の  
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遮 水 層 ３ １ は 、 第 二 の 余 分 な 溝 ８ の ク ッ シ ョ ン 層 ６ 上 方 に 位 置 し 、 第 二 の 植 筋 ３ ３ に よ っ  
て 第 二 の 支 保 杭 ４ と 固 定 さ れ る 。 前 記 地 下 室 防 水 系 統 に お け る 保 護 層 ２ ７ 、 防 水 コ イ ル 材  
２ ８ と レ ベ リ ン グ 層 ２ ９ は 、 底 板 ２ ６ 下 方 か ら 、 第 二 の 外 壁 １ ４ 、 第 二 の 床 ス ラ ブ １ ０ と  
第 一 の 外 壁 １ ３ の 外 側 に 順 に 延 伸 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 実 施 例 ２
　 別 の 実 施 例 と し 、 こ の よ う な 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し 系 統  
の 施 工 方 法 は 、 以 下 の よ う な ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 第 一 の 支 保 杭 ３ を 施 工 し 、 第 一 の 基 礎 坑 １ を 設 計 さ れ た 標 高 ま で 掘  
削 し 、 さ ら に 第 二 の 支 保 杭 ４ を 施 工 し 、 杭 頂 部 に 予 約 カ ッ プ 口 ２ １ を 設 置 し 、 一 定 の 深 さ  
ま で ス ロ ー プ 掘 削 し た 後 に 噴 射 コ ン ク リ ー ト 層 ５ の 作 業 を 行 い 、 そ し て さ ら に 第 二 の 基 礎  
坑 ２ を 設 計 さ れ た 標 高 ま で 掘 削 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 二 の 基 礎 坑 ２ 坑 底 を 平 ら に し た 後 に ク ッ シ ョ ン 層 ６ を 敷 設 し 、 第 二 の 支 保 杭 ４ の 坑 底  
杭 体 に お い て 化 学 的 筋 植 え な ど の 方 法 に よ っ て 第 二 の 植 筋 ３ ３ を 取 り 付 け 、 レ ベ リ ン グ 層  
２ ９ 、 防 水 コ イ ル 材 ２ ８ と 保 護 層 ２ ７ を 底 板 の 防 水 系 統 と し て 施 工 し 、 サ ポ ー ト 、 鉄 筋 固  
縛 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 な ど の プ ロ セ ス に よ っ て 地 下 室 底 板 ２ ６ を 施 工 し 、 そ の 後 、 第 二 の  
外 壁 １ ４ を 施 工 し 、 外 側 で レ ベ リ ン グ 層 ２ ９ 、 防 水 コ イ ル 材 ２ ８ と 保 護 層 ２ ７ を 第 二 の 外  
壁 の 防 水 系 統 と し て 施 工 し 、 且 つ 壁 頂 部 に 第 一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 ３ ７ を 設 置 し 、 そ の 期  
間 に お い て 管 路 ２ ２ 下 方 に フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 ２ ３ を 設 置 し 、 そ れ を 第 二 の 支 保 杭 ４ と 第  
二 の 外 壁 １ ４ と の 間 に 一 時 的 に 固 定 し て 対 向 支 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 一 の 基 礎 坑 １ 坑 底 に ク ッ シ ョ ン 層 ６ を 敷 設 し 、 第 一 の 支 保 杭 ３ の 坑 底 杭 体 に 第 一 の 植  
筋 ３ ２ 、 施 工 レ ベ リ ン グ 層 ２ ９ 、 防 水 コ イ ル 材 ２ ８ と 保 護 層 ２ ７ を 第 二 の 床 ス ラ ブ の 防 水  
系 統 と し て 取 り 付 け 、 且 つ 第 二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 ３ ８ を 設 置 し 、 そ の 後 、 第 二 の 床 ス ラ  
ブ １ ０ と 第 一 の 外 壁 １ ３ を 施 工 し 、 こ こ で 、 第 二 の 余 分 な 溝 ８ 上 方 の 第 二 の 床 ス ラ ブ １ ０  
に 後 注 入 帯 １ １ を 予 約 し 、 第 二 の 床 ス ラ ブ １ ０ 鉄 筋 を 固 縛 す る 時 に 後 注 入 帯 １ １ 両 端 に 第  
一 の 予 約 鉄 筋 ３ ５ と 第 二 の 予 約 鉄 筋 ３ ６ を 設 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 二 の 余 分 な 溝 ８ 内 で 第 二 の 鋼 管 杭 １ ６ を 打 設 し 、 そ れ に フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 ２ ３ を 貫  
通 さ せ 、 フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 ２ ３ 下 方 に 支 持 フ レ ー ム ２ ４ と フ ラ ン ジ バ ン ド ２ ５ を 取 り 付  
け 、 フ ラ ン ジ バ ン ド ２ ５ ボ ル ト を 締 め 付 け る こ と に よ っ て フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 ２ ３ を 第 二  
の 鋼 管 杭 １ ６ 杭 体 に 固 定 し 、 図 ３ に 示 さ れ る 。 続 い て 第 三 の 鋼 管 杭 １ ７ を 打 設 し 、 そ れ を  
第 二 の 支 保 杭 ４ の 予 約 カ ッ プ 口 ２ １ 内 に 挿 入 し 、 第 二 の 鋼 管 杭 １ ６ と 第 三 の 鋼 管 杭 １ ７ の  
頂 端 が 第 二 の 床 ス ラ ブ １ ０ 上 面 と 面 一 で あ る こ と を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ と 図 ４ に 示 す よ う に 、 後 注 入 帯 １ １ 両 端 に 平 ら な 鋼 板 を 一 時 支 持 鋼 板 １ ２ と し て 敷  
設 す る 。 一 時 支 持 鋼 板 １ ２ に オ フ セ ッ ト が 発 生 す る こ と を 防 止 す る た め に 、 そ の 両 側 に ス  
ト ッ パ ー ボ ル ト ４ １ を 埋 め 込 ん で 制 限 し て も よ い 。 そ の 後 、 第 一 の 基 礎 坑 １ 内 で 足 が か り  
を 第 一 の 床 ス ラ ブ ９ を 施 工 す る 型 枠 支 持 系 統 ３ ４ と し て か け 、 第 一 の 床 ス ラ ブ ９ を 打 設 し  
て 完 了 し 、 基 礎 坑 の 異 な る 区 画 の 同 一 階 の 構 造 板 の 同 期 施 工 を 保 証 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 型 枠 支 持 系 統 ３ ４ 、 一 時 支 持 鋼 板 １ ２ を 順 に 取 り 外 し 、 第 二 の 鋼 管  
杭 １ ６ と 第 三 の 鋼 管 杭 １ ７ の コ ー ベ ル ２ ０ を 切 断 し 、 切 断 さ れ た 後 に 第 二 の 鋼 管 杭 １ ６ と  
第 三 の 鋼 管 杭 １ ７ の 頂 端 が 第 一 の 基 礎 坑 １ の ク ッ シ ョ ン 層 ６ と 面 一 で あ る こ と を 確 保 す る  
。 図 ６ に 示 す よ う に 、 そ の 後 、 第 二 の 余 分 な 溝 ８ の 底 部 に 抗 浸 透 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て  
第 二 の 遮 水 層 ３ １ を 形 成 し 、 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 を 採 用 し て 第 二 の 鋼 管 杭 １ ６ 、 第 三 の  
鋼 管 杭 １ ７ と 第 二 の 余 分 な 溝 ８ を 満 た し 、
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 二 の 余 分 な 溝 ８ 内 の 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 １ ８ が 硬 化 し た 後 に 、  
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順 に 後 注 入 帯 １ １ 位 置 に レ ベ リ ン グ 層 ２ ９ を 施 工 し 、 第 一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 ３ ７ と 第 二  
の 予 約 防 水 コ イ ル 材 ３ ８ を 溶 接 し 、 保 護 層 ２ ７ を 施 工 し 、 後 注 入 帯 １ １ コ ン ク リ ー ト を 打  
設 し 、 完 全 な 第 二 の 床 ス ラ ブ １ ０ 及 び そ の 防 水 系 統 を 形 成 し 、 こ こ で 、 第 一 の 予 約 防 水 コ  
イ ル 材 ３ ７ と 第 二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 ３ ８ を 溶 接 す る 時 に 、 両 者 の ラ ッ プ 領 域 に 赤 外 線 レ  
ー ザ ー 位 置 決 め 装 置 に よ っ て 複 数 の ホ ッ ト メ ル ト ガ ス ケ ッ ト ３ ９ を 均 一 に 配 置 し 、 超 音 波  
溶 接 機 に よ っ て ホ ッ ト メ ル ト ガ ス ケ ッ ト ３ ９ を 加 熱 し て 第 一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 ３ ７ と 第  
二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 ３ ８ を 溶 接 し て 固 定 し 、 両 者 の 境 界 の 隙 間 で 走 間 溶 接 機 ４ ０ を 採 用  
し て 二 重 ス リ ッ ト 溶 接 し て シ ー ル す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ２ と 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 一 の 余 分 な 溝 ７ 内 で 第 一 の 鋼 管 杭 １ ５ を 打 設 し 、 底 部 に 抗  
浸 透 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 第 一 の 遮 水 層 ３ ０ を 形 成 し 、 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し を 採 用 し て  
第 一 の 鋼 管 杭 １ ５ と 第 一 の 余 分 な 溝 ７ を 満 た し 、 埋 め 戻 さ れ て 平 ら に し た 後 の 第 一 の 余 分  
な 溝 ７ は 、 室 外 床 面 １ ９ 標 高 に 一 致 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 最 後 、 基 礎 坑 を す べ て 施 工 し て 完 了 し た 後 に 、 続 い て 上 部 構 造 の 作 業 を 行 う 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １   第 一 の 基 礎 坑
　 ２   第 二 の 基 礎 坑
　 ３   第 一 の 支 保 杭
　 ４   第 二 の 支 保 杭
　 ５   噴 射 コ ン ク リ ー ト 層
　 ６   ク ッ シ ョ ン 層
　 ７   第 一 の 余 分 な 溝
　 ８   第 二 の 余 分 な 溝
　 ９   第 一 の 床 ス ラ ブ
　 １ ０   第 二 の 床 ス ラ ブ
　 １ １   後 注 入 帯
　 １ ２   一 時 支 持 鋼 板
　 １ ３   第 一 の 外 壁
　 １ ４   第 二 の 外 壁
　 １ ５   第 一 の 鋼 管 杭
　 １ ６   第 二 の 鋼 管 杭
　 １ ７   第 三 の 鋼 管 杭
　 １ ８   流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土
　 １ ９   室 外 床 面
　 ２ ０   コ ー ベ ル
　 ２ １   予 約 カ ッ プ 口
　 ２ ２   管 路
　 ２ ３   フ レ キ シ ブ ル 支 持 板
　 ２ ４   支 持 フ レ ー ム
　 ２ ５   フ ラ ン ジ バ ン ド
　 ２ ６   底 板
　 ２ ７   保 護 層
　 ２ ８   防 水 コ イ ル 材
　 ２ ９   レ ベ リ ン グ 層
　 ３ ０   第 一 の 遮 水 層
　 ３ １   第 二 の 遮 水 層
　 ３ ２   第 一 の 植 筋
　 ３ ３   第 二 の 植 筋
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　 ３ ４   型 枠 支 持 系 統
　 ３ ５   第 一 の 予 約 鉄 筋
　 ３ ６   第 二 の 予 約 鉄 筋
　 ３ ７   第 一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材
　 ３ ８   第 二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材
　 ３ ９   ホ ッ ト メ ル ト ガ ス ケ ッ ト
　 ４ ０   走 間 溶 接 機
　 ４ １   ス ト ッ パ ー ボ ル ト
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



10

20

30

40

50

JP 2025-100280 A 2025.7.3(11)

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 6 月 1 9 日 ( 2 0 2 4 . 6 . 1 9 )
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し を す る た め の シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 シ ス テ ム は 、 坑 に お け る 坑 掘 削 囲 み 構 造 と 、 余 分 な 溝 床 ス ラ ブ 予 約 後 注 入 帯 構 造 と 、  
余 分 な 溝 地 盤 強 化 構 造 と 、 余 分 な 溝 配 管 変 形 防 止 支 持 構 造 と 、 地 下 室 防 水 構 造 と を 含 み 、
　 前 記 坑 に お け る 坑 掘 削 囲 み 構 造 は 、 第 一 の 基 礎 坑 と 、 第 二 の 基 礎 坑 と 、 第 一 の 支 保 杭 と  
、 第 二 の 支 保 杭 と 、 噴 射 コ ン ク リ ー ト 層 と を 含 み 、 前 記 第 一 の 基 礎 坑 は 、 第 一 の 支 保 杭 を  
囲 み 構 造 と し て 採 用 し 、 坑 底 に ク ッ シ ョ ン 層 が 敷 設 さ れ 、 前 記 第 二 の 基 礎 坑 は 、 第 二 の 支  
保 杭 と ス ロ ー プ 掘 削 後 の 噴 射 コ ン ク リ ー ト 層 を 囲 み 構 造 と し て 採 用 し 、 坑 底 に ク ッ シ ョ ン  
層 が 敷 設 さ れ 、 第 二 の 基 礎 坑 の 坑 底 に 底 板 が 設 け ら れ 、
　 前 記 余 分 な 溝 床 ス ラ ブ 予 約 後 注 入 帯 構 造 は 、 第 一 の 余 分 な 溝 と 、 第 二 の 余 分 な 溝 と 、 第  
一 の 床 ス ラ ブ と 、 第 二 の 床 ス ラ ブ と 、 後 注 入 帯 と 、 一 時 支 持 鋼 板 と を 含 み 、 第 一 の 床 ス ラ  
ブ の 端 部 と 第 二 の 床 ス ラ ブ の 端 部 と の 間 に 第 一 の 外 壁 が 設 け ら れ 、 第 二 の 床 ス ラ ブ の 端 部  
と 底 板 の 端 部 と の 間 に 第 二 の 外 壁 が 設 け ら れ 、 前 記 第 一 の 余 分 な 溝 は 、 第 一 の 外 壁 と 第 一  
の 支 保 杭 と の 間 に 位 置 し 、 前 記 第 二 の 余 分 な 溝 は 、 第 二 の 外 壁 、 第 二 の 支 保 杭 と 噴 射 コ ン  
ク リ ー ト 層 と の 間 に 位 置 し 、 前 記 後 注 入 帯 は 、 第 二 の 余 分 な 溝 上 方 の 第 二 の 床 ス ラ ブ に 設  
置 さ れ 、 前 記 一 時 支 持 鋼 板 は 、 後 注 入 帯 の 両 端 に 敷 設 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 坑 に お け  
る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し を す る た め の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 一 の 基 礎 坑 内 に 第 一 の 床 ス ラ ブ を 施 工 す る た め の 型 枠 支 持 構 造 が さ ら に 設 け ら れ  
、 前 記 型 枠 支 持 構 造 は 、 第 二 の 床 ス ラ ブ と 一 時 支 持 鋼 板 上 に 支 持 す る 、 こ と を 特 徴 と す る  
請 求 項 １ に 記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し を す る た め の シ ス  
テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 後 注 入 帯 の 両 端 に 第 一 の 予 約 鉄 筋 と 第 二 の 予 約 鉄 筋 が そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 下 方 に 第  
一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 と 第 二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 が そ れ ぞ れ 設 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す  
る 請 求 項 １ に 記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し を す る た め の シ  
ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 余 分 な 溝 地 盤 強 化 構 造 は 、 第 一 の 鋼 管 杭 と 、 第 二 の 鋼 管 杭 と 、 第 三 の 鋼 管 杭 と 、 流  
動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 と を 含 み 、 前 記 第 一 の 鋼 管 杭 は 、 第 一 の 余 分 な 溝 の 坑 底 内 に 埋 め ら れ  
、 頂 部 は 、 室 外 床 面 の 標 高 と 同 じ で あ り 、 前 記 第 二 の 鋼 管 杭 は 、 第 二 の 余 分 な 溝 の 坑 底 内  
に 埋 め ら れ 、 頂 部 に 一 時 支 持 鋼 板 下 方 に 支 持 さ れ る コ ー ベ ル が 設 け ら れ 、 前 記 第 三 の 鋼 管  
杭 の 下 端 は 、 予 約 カ ッ プ 口 に よ っ て 第 二 の 支 保 杭 に 挿 入 さ れ 、 頂 部 に 一 時 支 持 鋼 板 下 方 に  
支 持 さ れ る コ ー ベ ル が 設 け ら れ 、 前 記 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 は 、 第 一 の 余 分 な 溝 と 第 二 の  
余 分 な 溝 内 に 注 入 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な  
溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し を す る た め の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 余 分 な 溝 配 管 変 形 防 止 支 持 構 造 は 、 管 路 と 、 フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 と 、 支 持 フ レ ー ム  
と 、 フ ラ ン ジ バ ン ド と を 含 み 、 前 記 管 路 は 、 第 二 の 支 保 杭 、 第 二 の 余 分 な 溝 と 第 二 の 外 壁  
を 順 に 通 過 し 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 は 、 管 路 下 方 に 設 置 さ れ 、 支 持 フ レ ー ム と フ ラ ン  
ジ バ ン ド に よ っ て 第 二 の 鋼 管 杭 杭 体 に 固 定 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 坑  
に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し を す る た め の シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 地 下 室 防 水 構 造 は 、 保 護 層 と 、 防 水 コ イ ル 材 と 、 レ ベ リ ン グ 層 と 、 第 一 の 遮 水 層 と  
、 第 二 の 遮 水 層 と を 含 み 、 底 板 下 方 に 保 護 層 、 防 水 コ イ ル 材 と レ ベ リ ン グ 層 が 順 に 設 け ら  
れ 、 レ ベ リ ン グ 層 は 、 ク ッ シ ョ ン 層 と 貼 り 合 わ せ ら れ 、 前 記 第 一 の 遮 水 層 は 、 第 一 の 余 分  
な 溝 の ク ッ シ ョ ン 層 上 方 に 位 置 し 、 第 一 の 植 筋 に よ っ て 第 一 の 支 保 杭 と 固 定 さ れ 、 前 記 第  
二 の 遮 水 層 は 、 第 二 の 余 分 な 溝 の ク ッ シ ョ ン 層 上 方 に 位 置 し 、 第 二 の 植 筋 に よ っ て 第 二 の  
支 保 杭 と 固 定 さ れ 、 前 記 地 下 室 防 水 構 造 に お け る 保 護 層 、 防 水 コ イ ル 材 と レ ベ リ ン グ 層 は  
、 底 板 下 方 か ら 、 第 二 の 外 壁 、 第 二 の 床 ス ラ ブ と 第 一 の 外 壁 の 外 側 に 順 に 延 伸 す る 、 こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し を す  
る た め の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋  
め 戻 し を す る た め の シ ス テ ム の 施 工 方 法 で あ っ て 、
　 第 一 の 支 保 杭 の 施 工 、 第 一 の 基 礎 坑 の 掘 削 、 第 二 の 支 保 杭 の 施 工 、 噴 射 コ ン ク リ ー ト 層  
の ス ロ ー プ か け と 第 二 の 基 礎 坑 の 掘 削 、 底 板 と 第 二 の 外 壁 の 施 工 、 第 二 の 床 ス ラ ブ 、 予 約  
後 注 入 帯 と 第 一 の 外 壁 の 施 工 を 順 に 行 う ス テ ッ プ １ と 、
　 第 二 の 余 分 な 溝 内 で 第 二 の 鋼 管 杭 を 打 設 し 、 そ れ に フ レ キ シ ブ ル 支 持 板 を 貫 通 さ せ 、 フ  
レ キ シ ブ ル 支 持 板 下 方 に 支 持 フ レ ー ム と フ ラ ン ジ バ ン ド を 取 り 付 け 且 つ 第 二 の 鋼 管 杭 杭 体  
に 固 定 し 、 第 三 の 鋼 管 杭 を 打 設 し 、 そ れ を 第 二 の 支 保 杭 の 予 約 カ ッ プ 口 内 に 挿 入 す る ス テ  
ッ プ ２ と 、
　 一 時 支 持 鋼 板 を 取 り 付 け 、 型 枠 支 持 構 造 を か け 、 第 一 の 床 ス ラ ブ を 施 工 す る ス テ ッ プ ３  
と 、
　 型 枠 支 持 構 造 、 一 時 支 持 鋼 板 、 第 二 の 鋼 管 杭 と 第 三 の 鋼 管 杭 の コ ー ベ ル を 順 に 取 り 外 し  
、 そ の 後 、 第 二 の 余 分 な 溝 の 底 部 に 抗 浸 透 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 第 二 の 遮 水 層 を 形 成 し  
、 内 部 に 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 を 充 填 し て 注 入 し 、 地 下 室 防 水 構 造 を 施 工 す る ス テ ッ プ ４  
と 、
　 第 一 の 余 分 な 溝 内 で 第 一 の 鋼 管 杭 を 打 設 し 、 底 部 に 抗 浸 透 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 第 一  
の 遮 水 層 を 形 成 し 、 内 部 に 流 動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 を 充 填 し て 注 入 し 、 平 ら に し た 後 に 室 外  
床 面 の 標 高 に 一 致 さ せ る ス テ ッ プ ５ と 、 を 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余  
分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し を す る た め の シ ス テ ム の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ス テ ッ プ ３ に お い て 、 一 時 支 持 鋼 板 両 側 に ス ト ッ パ ー ボ ル ト を 取 り 付 け る こ と を さ ら に  
含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋  
め 戻 し を す る た め の シ ス テ ム の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ス テ ッ プ ４ と ス テ ッ プ ５ に お い て 、 第 一 の 鋼 管 杭 、 第 二 の 鋼 管 杭 と 第 三 の 鋼 管 杭 内 に 流  
動 化 硬 化 埋 め 戻 し 土 を 充 填 し て 注 入 す る こ と を さ ら に 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に  
記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土 埋 め 戻 し を す る た め の シ ス テ ム の 施 工  
方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ス テ ッ プ １ に お い て 、 第 二 の 支 保 杭 の 坑 底 杭 体 に 第 二 の 植 筋 を 取 り 付 け 、 管 路 下 方 に フ  
レ キ シ ブ ル 支 持 板 を 設 置 し 、 レ ベ リ ン グ 層 、 防 水 コ イ ル 材 と 保 護 層 を 防 水 構 造 と し て 施 工  
し 且 つ 第 一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 を 設 置 し 、 第 一 の 支 保 杭 の 坑 底 杭 体 に 第 一 の 植 筋 を 取 り 付  
け 、 レ ベ リ ン グ 層 、 防 水 コ イ ル 材 と 保 護 層 を 防 水 構 造 と し て 施 工 し 且 つ 第 二 の 予 約 防 水 コ  
イ ル 材 を 設 置 し 、 後 注 入 帯 の 両 端 に 第 一 の 予 約 鉄 筋 と 第 二 の 予 約 鉄 筋 を 設 置 し 、 ス テ ッ プ  
４ に お い て 、 地 下 室 防 水 構 造 を 施 工 す る 具 体 的 な 方 法 は 、 第 二 の 余 分 な 溝 内 の 流 動 化 硬 化  
埋 め 戻 し 土 が 硬 化 し た 後 に 、 順 に 後 注 入 帯 位 置 に レ ベ リ ン グ 層 を 施 工 し 、 第 一 の 予 約 防 水  
コ イ ル 材 と 第 二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 を 溶 接 し 、 保 護 層 を 施 工 し 、 後 注 入 帯 コ ン ク リ ー ト を  
打 設 し 、 完 全 な 第 二 の 床 ス ラ ブ 及 び そ の 防 水 構 造 を 形 成 し 、 第 一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 と 第  
二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 を 溶 接 す る 時 に 、 両 者 の ラ ッ プ 領 域 に 赤 外 線 レ ー ザ ー 位 置 決 め 装 置  
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に よ っ て 複 数 の ホ ッ ト メ ル ト ガ ス ケ ッ ト を 均 一 に 配 置 し 、 超 音 波 溶 接 機 に よ っ て ホ ッ ト メ  
ル ト ガ ス ケ ッ ト を 加 熱 し て 第 一 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 と 第 二 の 予 約 防 水 コ イ ル 材 を 溶 接 し て  
固 定 し 、 両 者 の 境 界 の 隙 間 で 走 間 溶 接 機 を 採 用 し て 二 重 ス リ ッ ト 溶 接 し て シ ー ル す る こ と  
で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 坑 に お け る 坑 の 狭 い 余 分 な 溝 の 流 動 化 硬 化 土  
埋 め 戻 し を す る た め の シ ス テ ム の 施 工 方 法 。
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